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恒 心

★
大
津
市
の
越
市
長
が
タ
ク
シ
ー
を
不
適
切

に
利
用
し
て
い
た
と
し
て
、
公
費
で
支
払
わ

れ
た
タ
ク
シ
ー
代
を
返
還
す
る
よ
う
に
大
津

市
会
議
員
か
ら
住
民
監
査
請
求
さ
れ
た
。
★

そ
れ
に
対
し
て
、
越
市
長
は
「
時
間
外
に
利

用
し
た
も
の
で
あ
り
、
公
用
車
を
利
用
す
る
よ
り
も
、
経

費
が
安
く
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
は
適
切
で
あ
る
」
と
反
論

し
て
い
る
。
公
用
車
の
運
転
手
だ
と
、
時
間
外
手
当
は
相

当
高
く
つ
き
、
越
市
長
の
言
い
分
の
方
が
正
し
い
と
思

う
。
私
が
京
都
市
会
議
長
在
任
中
に
、
同
じ
よ
う
な
経
験

を
し
た
こ
と
が
、
再
三
あ
っ
た
。
★
当
時
、
議
長
車
の
運

転
手
は
、
定
年
前
の
職
員
で
、
1
時
間
当
た
り
の
残
業
代

も
高
い
。
町
の
中
心
部
で
会
合
が
あ
っ
た
場
合
、
目
的
地

ま
で
送
っ
て
も
ら
い
、
後
は
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
こ
と
が
多

く
あ
っ
た
。
★
公
用
車
を
待
た
せ
て
お
く
と
、
そ
の
間
、

気
を
遣
う
し
、
役
所
が
高
い
残
業
代
を
払
う
と
思
う
と
、

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
だ
が
私
の
場
合
は
、
役

所
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
★
私
は
東
京
に
居
る
と
き
、
毎
朝
、
7
時
40
分

に
宿
舎
を
出
て
、
議
員
会
館
に
行
く
。
総
務
副
大
臣
な
の

で
、
公
用
車
が
つ
い
て
い
る
。
求
め
れ
ば
、
毎
朝
迎
え
に

来
て
く
れ
る
。
だ
が
、
運
転
手
の
住
ま
い
は
役
所
か
ら
、

電
車
で
1
時
間
以
上
か
か
る
。
も
し
、
そ
の
時
間
に
迎
え

に
来
る
と
し
た
ら
、
い
っ
た
い
何
時
に
起
き
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
。
★
遠
く
か
ら
通
う
運
転
手
の
健
康
、
高
い
時

間
外
手
当
を
考
え
た
ら
、
私
が
地
下
鉄
を
利
用
し
た
り
、

あ
る
い
は
歩
い
て
行
っ
た
ら
済
む
こ
と
で
あ
る
。
越
市
長

の
タ
ク
シ
ー
利
用
は
、
公
私
の
区
別
を
峻

し
ゅ
ん

別べ
つ
す
れ
ば
経
費

節
減
の
為
に
い
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
越
市
長
に

は
、
陳
情
で
上
京
し
た
と
き
は
、
健
康
の
た
め
に
、
出
来

れ
ば
、
歩
い
て
、
そ
し
て
地
下
鉄
を
利
用
し
て
、
役
所
を

回
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
進
言
し
た
い
。

安
倍
首
相
が
消
費
税
増
税
を
先
送
り
す
れ
ば
、
今
年
中
に
解
散
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
と
、
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し
て
い
た
。
任
期
を

2
年
余
り
残
し
、
し
か
も
与
党
で
3
分
の
2
以
上
の
議
席
が
あ
り
、
誰

も
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
否
定
し
て
い
た
。
安
倍
首
相
も
解
散

は
念
頭
に
な
い
と
言
明
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
10
日
頃
か
ら
、
に
わ
か

に
解
散
風
が
永
田
町
に
吹
き
荒
れ
て
き
た
。
議
員
が
寄
れ
ば
解
散
が

話
題
に
上
り
、
解
散
の
日
、
そ
し
て
投
票
日
ま
で
は
っ
き
り
と
言
う
議

員
も
い
た
。
友
党
の
公
明
党
の
山
口
代
表
も
解
散
を
否
定
し
な
く
な
っ

た
。
し
か
し
、
解
散
権
は
内
閣
総
理
大
臣
の
専
権
事
項
で
あ
り
、
安
倍

首
相
の
胸
の
内
に
あ
っ
て
、
だ
れ
も
総
理
の
思
い
は
解
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
過
去
の
例
か
ら
考
え
て
、
一
旦
解
散
の
流
れ
が
動
き
出
す

と
、
こ
れ
を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
外
遊
直
後
の

11
月
18
日
、
安
倍
首
相
は
、
21
日
解
散
、
2
日
公
示
、
14
日
投
票
日
と

表
明
し
た
。
前
回
の
総
選
挙
は
自
民
党
が
圧
勝
し
、
民
主
党
か
ら
自
民

党
に
政
権
が
交
代

し
た
。
今
回
の
総

選
挙
は
、
民
主
党

政
権
時
代
よ
り
、

経
済
情
勢
が
良
い

と
は
い
え
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
効
果

が
地
方
に
ま
で
及

ん
で
い
な
い
中
で

の
選
挙
と
な
る
。

自
民
党
に
と
っ
て

厳
し
い
選
挙
と
な

る
こ
と
を
覚
悟
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

記者会見で解散を表明する安倍首相

有
権
者
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
ど
う
評
価
す
る
か

予期しなかった解散
消費税増税延期の是非を問う

予期しなかった解散
消費税増税延期の是非を問う



平成２年１月18日第３種郵便物認可� 平成26年 11月15日発行（毎月1回15日発行）11月号（№270）（2）

自民党公認候補者6人が決定
京都府連勝利に向け総動員体制

「景気回復、この道しかない。」
ssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

10
月
29
日
、
参
議
院
自
民
党
議
員
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
席
上
、
溝
手
会
長
は
、
参
議
院

選
挙
制
度
に
関
し
て
、
①
6
増
6
減
に
よ
る
較

差
是
正（
兵
庫
、
北
海
道
、
東
京
定
数
2
増
、

長
野
、
宮
城
、
新
潟
2
減
）②
合
区
に
よ
る
較

差
是
正（
鳥
取
・
島
根
で
2
減
。
兵
庫
に
2
増
、

又
は
定
数
2
削
減
）③
選
挙
区
6
増
6
減
と
合

区
に
よ
る
較
差
是
正（
兵
庫
、
北
海
道
、
東
京

に
定
数
各
2
増
、
長
野
、
宮
城
、
新
潟
の
定
数

各
2
減
、
鳥
取
、
島
根
の
合
区
で
各
2
減
。
福

岡
に
2
増
又
は
定
数
2
削
減
）④
鳥
取
県
と
兵

庫
県
の
一
部
を
併
合
す
る
選
挙
区
調
整
案
の
4

つ
の
案
を
提
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
案
を
巡
っ

て
、
各
議
員
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

後
日
、
開
か
れ
た
各
党
代
表
の
参
議
院
選
挙
制

度
協
議
会
で
、
鳥
取
県
と
兵
庫
県
の
一
部
を
併

合
す
る
案
は
、
各
党
の
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
従
っ
て
、
3
つ
の
案
を
中
心
に
今
後
改
革

案
が
纏ま

と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
高
裁
の
判

決
は
26
日
に
出
さ
れ
た
。
か
な
り
、
厳
し
い
内

容
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
が
、
そ
の
通
り
で

あ
っ
た
。
議
員
総
会
で
の
発
言
、
意
見
の
概
要

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

★
最
高
裁
判
所
判
決
は
、
都
道
府
県
選
挙
区

で
は
も
う
無
理
、
と
突
き
つ
け
て
き
た
。
現
行

憲
法
の
中
で
最
高
裁
と
ケ
ン
カ
し
て
も
意
味
が

な
い
。
最
高
裁
の
判
断
に
対
し
て
ど
う
す
る

か
。
★
抜
本
的
改
革
を
参
議
院
が
す
る
こ
と
を

最
高
裁
は
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
★
「
較
差
5

倍
が
違
憲
状
態
」
と
の
こ
と
だ
が
、
で
は
「
何

倍
な
ら
ば
違
憲
で
は
な
い
の
か
。
★
自
民
党
の

考
え
方
が
見
え
て
こ
な
い
。
自
民
党
は
抜
本
的

安倍首相の解散記者会見を受けて、自民党本部は都道府県支部連合会に24日までに、公認候補者の申請
書を提出するように通達した。自民党京都府連は、全ての現職議員、2区は前回、敗北した上中氏を申請した。
25日、自民党本部の選挙対策委員会で、京都から申請のあった6名を全員公認候補者と決定した。前回の選
挙は民主党への失望から、2区を除いて、1、3、4、5区で勝利し、6区は比例復活を果たした。今回どうなるか。
全国的に、自民党がかなり優勢と伝えられているが、京都は民主党の勢力が強く、決して楽観出来る選挙情
勢ではない。総選挙を制して、来年の統一選挙の勝利へとつなげたいと、自民党京都府連では、西田昌司府
連会長を先頭に、各級議員を総動員して戦う体制をとっている。

最高裁参議院一票較差に厳しい判決
自民改革案を巡って活発な議論

3区

■選挙事務所　TEL 075-644-8800
京都市伏見区京町10丁目1117-2

宮崎 謙介
みや ざき けん すけ

6区

■選挙事務所　TEL 0774-28-6789
宇治市小倉町神楽田35-1　MSKビル1F

安 藤　裕
あん どう ひろし

2区

■選挙事務所　TEL 075-762-0308
京都市左京区岡崎徳成町15　長谷ビル

上中 康司
うえ なか こう じ

5区

■選挙事務所　TEL 0773-25-1700
福知山市厚中町156

谷垣 禎一
たに がき さだ かず

1区

■選挙事務所　TEL 075-344-8822
京都市下京区五条東洞院北西角

伊吹 文明
い ぶき ぶん めい

4区

■選挙事務所　TEL 075-325-1020
京都市右京区西京極新明町17

田中 英之
た なか ひで ゆき

■選挙区
京都府第3区
京都市（伏見区）、
向日市、長岡京
市、大山崎町

■当選回数
1回

■生年月日
昭和56年1月17日

■選挙区
京都府第6区
宇治市、城陽市、
八幡市、京田辺市、
木津川市、久世郡、
綴喜郡、相楽郡

■当選回数
1回

■生年月日
昭和40年3月28日

■選挙区
京都府第2区
京都市（左京区・
東山区・山科区）

■当選回数
新人

■生年月日
昭和37年8月6日

■選挙区
京都府第5区
福知山市、舞鶴
市、綾部市、宮津
市、京丹後市、与
謝郡

■当選回数
11回

■生年月日
昭和20年3月7日

■選挙区
京都府第1区
京都市（北区、上
京区、中京区、下
京区、南区）

■当選回数
10回

■生年月日
昭和13年1月9日

■選挙区
京都府第4区
京都市（右京区・
西京区）、亀岡市、
南丹市、船井郡

■当選回数
1回

■生年月日
昭和45年7月11日
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総
務
副
大
臣
の
公
務
の
一
コ
マ

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

自
民
党
京
都
府
連

府
会
、
京
都
市
会
の

２
次
公
認
を
発
表

改
革
を
来
年
の
通
常
選
挙
ま
で
に
や
る
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
な
い
と
先
に
進
め
な
い
。
★
選

挙
区
調
整
案
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
島
根
県
と

東
京
の
一
部
が
付
く
可
能
性
が
あ
り
と
ん
で
も

な
い
こ
と
に
な
り
う
る
。
ま
さ
に
、
都
道
府
県

選
挙
区
を
守
れ
な
く
な
る
。
★
参
議
院
と
し
て

最
高
裁
に
参
議
院
の
独
自
性
を
き
ち
ん
と
物
を

申
す
事
が
必
要
で
あ
る
。
★
過
去
40
年
間
、
較

差
4.31
倍
よ
り
下
は
無
か
っ
た
。
こ
れ
を
下
ま
わ

れ
ば
十
分
抜
本
的
改
革
に
な
る
。
★
少
数
政
党

が
乱
立
す
る
よ
う
な
改
革
は
す
る
べ
き
で
は
な

い
。
物
事
が
決
め
ら
れ
な
い
国
会
に
な
る
。
★

平
成
24
年
の
改
正
で
は
28
年
の
通
常
選
挙
に
向

け
て
選
挙
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
す
る
と
書
い
て
お
り
、
28
年
ま

で
に
行
う
と
は
一
言
も
書
い
て
い
な
い
。
★
憲

法
改
正
を
踏
ま
え
な
が
ら
や
る
べ
き
こ
と
は

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
挙
区
調
整
案

は
、
一
つ
の
案
と
い
う
こ
と
で
、
尊
重
す
る
。

た
だ
、
邪
道
と
い
わ
れ
る
の
は
つ
ら
い
。
正
道

で
あ
る
と
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
よ
う
に
理
論

武
装
し
て
も
ら
い
た
い
。
★
協
議
会
の
次
の
段

階
で
、
馬
力
の
あ
る
案
を
作
り
、
誰
か
が
腹
を

く
く
ら
な
い
と
、
再
来
年
の
選
挙
に
間
に
合
う

制
度
は
作
れ
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
色
々
な
意
見

が
出
た
が
、
最
後
に
溝
手
会
長
が
、
全
身
全
霊

を
あ
げ
頑
張
っ
て
い
く
。
今
日
い
た
だ
い
た
意

見
は
し
っ
か
り
受
け
止
め
協
議
会
に
対
す
る
自

民
党
案
と
し
て
提
出
し
た
い
。
で
き
る
だ
け
批

判
に
耐
え
う
る
案
に
し
た
い
の
で
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
締
め
く
く
り
、
最
後
は
会
長
一
任

と
な
っ
た
。
協
議
会
で
は
④
案
は
対
象
外
と
な

り
、
今
後
、
年
内
を
目
途
に
選
挙
制
度
協
議
会

で
、
3
案
を
中
心
に
改
革
案
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

自
民
党
京
都
府
連
は
11
月
15
日
、
選
挙
対
策

委
員
会
を
開
き
、
府
会
、
京
都
市
会
の
第
2
次

公
認
候
補
を
決
定
し
た
。
残
る
選
挙
区
は
、
府

会
で
北
区
、
京
都
市
会
で
中
京
区
の
各
1
名
。

第
3
次
公
認
候
補
と
し
て
近
く
、
決
定
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

10月9日総務省

11月4日前橋市

10月24日京都市

11月7日首相官邸

10月28日高松市

11月13日首相官邸

「地域の元気創造」
全国市町村長サミット2014in群馬

ベトナム共産党幹部による表敬

全国都道府県知事会議

京都一日合同行政相談所開所式

第3回児童虐待防止対策に関する
副大臣等会議

第4回日仏自治体交流会議
「歓迎式典・レセプション」

★
府
会
、
京
都
市
会
の
２
次
公
認
候
補

京
都
府
議
会
議
員
選
挙

選
挙
区

候
補
者
氏
名

年
齢

区
分

右
京
区

長
谷
川
慎
一
63

新

宇
治
市

久
世
郡

藤
山
裕
紀
子
37

現

亀
岡
市

田
中
　
英
夫
70

現

城
陽
市

園
崎
　
弘
道
34

現

京
丹
後
市

巽
　
　
　
昭
59

現

南
丹
市

船
井
郡

片
山
　
誠
治
54

現

木
津
川
市

相
楽
郡

兎
本
　
和
久
57

現

京
都
市
会
議
員
選
挙

選
挙
区

候
補
者
氏
名

年
齢

区
分

東
山
区

平
山
　
貴
大
27

新

右
京
区

森
田
　
　
守
39

新

伏
見
区

道
端
　
弘
之
45

新
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「日本真生塾」　例会のお知らせ
第51回 12月19日㈮ 18時30分～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

講師：岡本幸治 塾長

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井寛之）
日本真生塾事務局（二之湯事務所内） TEL：075-351-2228／FAX：075-315-2310

詳しくはFacebookページをご覧ください。https://www.facebook.com/nipponshinsei
日本真生塾　塾長　岡本幸治

テーマ：『凸型西洋文化の死角』

※終了後、懇親会を予定しております。
（詳細はお問い合わせください）

一
、
小
笠
原
諸
島
周
辺
で
の
、
中
国
漁
船
の
違

法
、
不
法
操
業
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。
サ

ン
ゴ
は
経
済
発
展
著
し
い
中
国
で
高
価
で
売
れ

る
。
日
本
の
取
り
締
ま
り
は
、
生
ぬ
る
い
。
先

日
、
よ
う
や
く
罰
金
を
数
倍
に
す
る
法
律
が
成

立
し
た
。
ど
れ
だ
け
効
果
が
あ
る
か
。

一
、
ア
メ
リ
カ
中
間
選
挙
は
共
和
党
の
圧
勝
。

民
主
党
の
惨
敗
で
終
わ
っ
た
。
任
期
を
2
年
残

し
て
い
る
オ
バ
マ
大
統
領
の
政
治
力
は
レ
イ
ム

ダ
ッ
グ（
役
立
た
ず
）と
い
う
。
大
統
領
の
威
信

の
低
下
は
、
世
界
の
平
和
と
安
定
の
為
に
、
不

安
要
素
で
あ
る
。

一
、
政
治
と
金
の
問
題
で
小
渕
経
産
、
松
島
法

務
大
臣
が
辞
任
し
た
。
女
性
重
視
の
目
玉
閣
僚

と
し
て
颯
爽
と
登
場
し
た
2
人
で
あ
る
が
、
残

念
な
結
果
に
終
わ
っ
た
。
我
々
議
員
と
し
て
も

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
改
め
て
、
身
を
正

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
北
京
で
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協

力
会
議（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）の
機
会
に
、
2
年
半
ぶ
り

の
日
中
首
脳
会
談
が
実
現
し
た
。
安
倍
首
相
の

笑
顔
に
対
し
、
習
近
平
主
席
の
仏
頂
顔
。
日
本

人
に
と
っ
て
、
何
と
失
礼
な
主
席
か
と
写
っ
た
。

今
の
日
中
関
係
を
象
徴
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

一
、
全
国
各
地
で
、
子
供
の
声
が
う
る
さ
い
と

住
民
と
保
育
園
が
も
め
て
い
る
事
例
が
多
い
よ

う
で
あ
る
。
子
は
国
の
宝
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
世
は
少
子
化
時
代
。
い
か
に
出
生
率

を
高
め
る
か
、
政
府
も
躍
起
に
な
っ
て
い
る
時

で
あ
る
。
老
人
の
寛
容
な
態
度
を
求
め
た
い
。

一
、
総
選
挙
期
間
中
と
い
え
ど
も
、
政
務
3
役

（
大
臣
、
副
大
臣
、
政
務
官
）の
誰
か
が
、
東
京

23
区
内
に
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
衆
議
院
の

大
臣
以
下
3
役
は
選
挙
戦
の
最
中
。
参
議
院
議

員
の
私
に
多
く
の
当
番
が
回
っ
て
く
る
。
こ
れ

も
大
き
な
責
任
の
一
つ
で
あ
る
。

右
京
区
の
市
会
の
勢
力
分
野
は
、
現
在
、
自

民
2
、
公
明
1
、
共
産
3
、
民
主
2
、
京
都
党

1
、（
欠
員
1
）で
あ
る
。
欠
員
の
1
は
自
民
党

前
衆
議
院
議
員
の
田
中
英
之
氏
の
議
席
、
そ
の

上
、
自
民
現
職
の
山
元
あ
き
氏
が
次
期
選
挙
に

出
馬
し
な
い
と
表
明
し
た
。
自
民
党
と
し
て
田

中
氏
、
山
元
氏
の
議
席
を
継
承
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
田
中
氏
の
議
席
は
弟
の
崇
則
氏
が
埋

め
る
べ
く
、
第
1
次
自
民
党
公
認
候
補
と
な
っ

た
。
山
元
氏
の
後
継
は
適
任
者
を
選
考
す
る
の

に
、
時
間
が
か
か
っ
た
。
自
民
党
京
都
府
連
会

長
の
西
田
昌
司
氏
は
、
右
京
区
で
3
議
席
を
獲

得
す
る
た
め
に
、
二
ノ
湯
智
後
援
会
か
ら
候
補

者
を
擁
立
し
て
ほ
し
い
と
、
二
ノ
湯
智
参
議
院

議
員
に
要
請
し
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
熟
慮
し
た

結
果
、
森
田
守
秘
書
を
出
馬
さ
せ
る
こ
と
に
し

た
。
森
田
秘
書
は
、
二
ノ
湯
議
員
が
参
議
院
議

員
選
挙
に
初
出
馬
し
た
時
か
ら
、
二
ノ
湯
議
員

を
支
え
て
き
た
。
11
月
15
日
、
自
民
党
京
都

府
連
の
選
対
委
員
会
で
、
森
田
氏
は
第
2
次
公

認
候
補
と
し
て
決
定
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
二
ノ

湯
議
員
が
国
会
に
出
て
、
10
年
以
上
の
歳
月
が

経
過
し
て
い
る
。
か
っ
て
、
二
ノ
湯
後
援
会
に

加
入
し
て
い
た
人
も
、
他
の
陣
営
に
流
れ
て
い

る
。
二
ノ
湯
議
員
の
秘
書
で
あ
っ
て
も
、
議
席

を
獲
得
す
る
の
は
、
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
。
そ
の
上
、
知
名
度
不
足
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
、
事
前
活
動
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
た
矢

先
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新

人
に
は
厳
し
い
統
一
選
で
あ
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご
支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

森
田
氏（
二
ノ
湯
秘
書
）自
民
党
公
認

右
京
区
で
市
会
議
員
に
挑
戦

初詣実行委員会

◇申込先　初詣実行委員会（二之湯智事務所内） TEL(075)315-2228
またはアサカ観光社 TEL(075)821-0650

参議院議員二ノ湯さとしと行く新春招福バスツアー

第28回　伊勢神宮初詣

一年間の幸福を祈願し、新たな気持ちで新年を迎える行事として
伊勢神宮初詣に、多くの皆様方のご参加をお願いいたします。

◇旅 行 日　平成27年1月12日（月・祝）

◇会　　費　8,500円
◇昼食場所　伊勢　千の杜

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com


